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1. (1) 下図で，磁束密度Bの大きさを強くすると，ループ上の電流はどうなるか? 
A…右回りに流れる 
B…左回りに流れる 
C…流れない 

 

 
 
(2)  下図で，導体棒を一定速度vで右に動かすと，電流はどうなるか? 

A…右回りに流れる 
B…左回りに流れる 
C…流れない 

 

 
  

B

B

v



2． 
(1) 導体棒を一定速度vで右に動かすと，起電力はどうなるか? 
 
A… 図の向きに発生 
B… 図と反対向きに発生 
C… 発生しない 
 
 
 
 
 
 
 
(2) 磁石を一定速度vで右に動かすと，起電力はどうなるか? 
 
A… 図の向きに発生 
B… 図と反対向きに発生 
C… 発生しない 
 
 
 
 
 
 
 
(3) 導体棒と磁石を一定速度vで右に動かすと，起電力はどうな

るか? 
 
A… 図の向きに発生 
B… 図と反対向きに発生 
C… 発生しない 
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3．(1) コイルのインダクタンスをL，コイルに流れる交流電流をI(t)とすると，コイル

に発生する起電力(電圧)Uはどのように与えられるか? 

A… 

dIL
dt ， B… 

dIL
dt

−
， C… 

dIL
dt  

 
 
(2) N巻のコイルに交流電流I(t)を流す。N巻のコイルに発生する磁束と巻数Nの関係は? 
A… Nによらず一定 
B… Nに比例 
C… Nに反比例 
D… N2に比例 
 
(3) N巻のコイルに交流電流I(t)を流す。N巻のコイルに発生する起電力(電圧) Uと巻数N
の関係は? 
A… Nによらず一定 
B… Nに比例 
C… Nに反比例 
D… N2に比例 
  



4. (1) 下図のように，一様な磁束密度Bの磁場中に，半径aの半円状導線を幅bのU字路

導体の一辺として置く。この辺を位置P，Qを動

かさずに角速度ωで回転させるとき，閉回路に発

生する誘導起電力を求めよ。ただし。RQ=c，な

らびにa<b，a<cとし，また，磁場は紙面を奥から

手前に向かうものとする。時刻tにおける半円面

とU字路面の間の角度をθ=ωtとする。(ヒント：ま

ず閉回路を貫く磁束を求めよ。) 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(2) 半円状の導線をωで回転させるとともに，磁束密度Bを空間的には一様で，時間的

に 0 cosB B tω= で変化させた。閉回路に発生する誘導起電力eを求めよ。また，誘導起電

力の周波数成分を説明せよ。 
  



5．図のように，一辺がaの正方形の領域内に磁束密度Bの一様磁場があり，その他の領

域での磁場は0である。いま，二辺がb(b<a)の
直角三角形のコイルを図のように速度vでx方
向に移動させる。図の状態を初期状態(t=0)と
して，時刻tでコイルを貫く磁束ならびにコイ

ルに発生する誘導起電力を求めよ。 
 
 
 
 
 

 


